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(A)うち
令和２年度の

森林環境譲与税
（千円）

(B)うち
他の財源
（千円）

森林整備
（市経営管理事業
野地町）

776 776
　森林経営管理法に基づき、市経営管理
事業による間伐を民間事業者に委託。

市経営管理事業によ
る間伐
1.00ha

境界明確化業務
（鶴来日吉町）

1,199 1,199
　森林経営管理法に基づく森林所有者へ
の経営管理権集積計画作成に係る境界の
明確化を民間事業者に委託。

境界明確化実施面積
7.22ha

意向調査業務
（小柳町）

396 396
　森林経営管理法に基づき、森林所有者
への意向調査を民間事業者に委託。

意向調査実施面積
23.14ha

意向調査業務
（五十谷町）

220 220
　森林経営管理法に基づき、森林所有者
への意向調査を民間事業者に委託。

意向調査実施面積
13.07ha

経営管理権集積計画
作成業務（白峰）

1,312 1,312
　森林経営管理法に基づき、森林所有者
ごとの経営管理権集積計画作成及び同意
取得を民間事業者に委託。

集積計画作成面積
20.96ha

森林整備
（市経営管理事業
白峰）

23,309 23,309
　森林経営管理法に基づき、市経営管理
事業による間伐を民間事業者に委託。

市経営管理事業によ
る間伐
20.96ha

普及啓発物品購入 3,545 3,545

　白山市産材（スギ）を利用した積み木
セットを作製・購入。木育活動の一環と
して活用するとともに、木材利用の普及
啓発を行う。

積み木セット(57P入
り）を86セット作製

森林環境譲与税
積立金取崩し

△ 1,674 △ 1,674
　今後増大すると予想される森林経営管
理法に基づく市町村自らによる森林整備
（市森林経営管理事業）等に備えた積立

【ワンフレーズ】
税活用により、
・野地町経営管理権集積計画により1haを市町村経営管理
事業として、間伐を実施した。
・昨年意向調査を行った鶴来日吉町にて7.22haの境界明
確化を行い、次年度以降の森林整備への足掛かりとす
る。
・新たに小柳町の意向調査23.14ha、五十谷町の意向調査
13.07haを実施し、次年度以降の森林整備への足掛かりと
する。
・白峰において、経営管理権集積計画20.96haを作成し、
間伐を実施することができたことにより、今後針広混交
林化が図られることが期待できる。
・市産材の普及啓発のために、積木セットを86セット作
製・購入し、市内保育施設43か所に配布した。

【詳細】
本市は、手入れ不足森林の解消のために、本税を主に森
林経営管理制度に活用し森林整備を推進することとして
取り組んでいる。

結果、市内において意向調査は約36ha、境界明確化は約
9ha、集積計画は約21ha完了し、次年度からの森林整備に
繋げていく。ちなみに、今年度は約22haを市町村経営管
理事業として、間伐を実施した。

市産材のスギを利用した積木セットを86セット作製・購
入し、市内保育施設43か所に配布したことにより、木育
活動の一環として活用するとともに、市産材の利用価値
等をPRできた。

不足額は令和２年度まで市町村経営管理事業及び林業振
興施策に使用するための基金から取り崩した。

令和３年度　白山市における森林環境譲与税の使途について

事業名

事業総額（千円）
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